
 

 

 

 

 

 

 

森

2025年、65歳以上の高齢者の人口割合は枚方

市においても 30％、後期高齢者人口は 18％と予

測されています。高齢者施策は“待った”が許さ

れない状況です。 

介護保険制度は、要支援 1、2 の方のサービス

が介護保険から切り離され地域総合事業へと組

み込まれましたが今後、要介護 1、2 のサービス

も切り離す動きもあります。市の財政状況によっ

てサービスが左右されます。また介護度を軽減さ

せた自治体には交付金を増額するとか、デイサー

ビスの利用者が食事、着替え、トイレ等を手助け

なしにできるようになれば「成功報酬」を事業者

に交付する「加算制度」が導入された結果、事業

者内での利用者へのリハビリの無理強いや評価

を偽るなどの弊害が出てくるおそれがあります。

また事業所が「改善」（機能回復のこと）が見込

まれる利用者を優先的に受け入れ、より介護の必

要な人が利用できなくなる可能性もあります。 

 一方で枚方市の高齢者施策では、今年度で暫定

措置の切れる高齢者外出支援の施策について、ま

だ具体策を決めていません。高齢者が自由に外出

できるためには、公共交通の利便性が何よりも大

切です。そのためには公費による財政的な支援も

不可欠です。お年寄りが住み慣れた地域でいきい

きと暮らしていくために、枚方市として独自にで

きることを考えていくことが必要です。例えば、

小人用 IC カードのように証明書があれば、半額

の IC カードが買えるとか、またある一定の年齢

を超えれば運賃を無料にするなど公的な助成に

よる抜本的な施策を求めます。この 4月からバス

路線が廃止された地域があります。また「100円

バス」も廃止されるなど、交通弱者に厳しい状況

が起こっています。枚方市は高齢化社会における

公共交通の重要性を認識し、住みやすい町づくり

の政策を立案するべきです。私たちは要求を実現

するため全力でがんばります。 

 韓国星州（ｿﾝｼﾞｭ）

で原発・ミサイル基

地建設反対を闘う

市民に「市民の会」

手塚・松田が激励

物を手渡し交歓。

民衆の連帯の力で

「共に、平和を！」   

（5/27 大阪市） 

 

 高齢者を切り捨てる市政を変えよう 
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平和で豊かな枚方を 

市民みんなでつくる会 

平和が 

いちばん 

＜お悔やみ＞ 

家髙憲三さん（元枚方市教

育長）が5月22日逝去され

ました。享年 86歳でした。           

家髙さんには「市民の会」設

立時から共同代表を務めて

いただき、豊富な運動と行

政での経験を活かして「会」

の政策立案や運営にご指

導いただきました。     

謹んでご冥福をお祈りいたし

ます。 

意見 



ホ ッ と 

タイム 

1947年佐賀県唐津市生まれ 

京都大学経済学部卒 京都市役所 34年間勤務 

主に福祉職場で働く 2011年市議初当選 現

在 2期目  「市民の会」事務局長  

 

1957年彦根市生まれ 

滋賀大学教育学部卒 

81年から枚方市の障

がい児施設・高齢者

施設で働き 介護職

経験33年 ケアマネ

ジャー10年 介護・

福祉「すずらんの集

い」代表 

 

若い世代への戦争体験の 

継承が平和教育の原点 
 

枚方市の原爆被爆者の会の代表の森

容香さんの話をお聞きしました。森さ

んは５歳の時に広島で原爆の被害にあ

いながらも奇跡的に助かり、現在に至

っていると話されています。今は市内

の小学校で、広島への修学旅行に向け

た事前学習として被爆体験を子どもた

ちに伝える語り部の活動しておられま

す。この戦争体験の継承は未来を担う

子どもたちにとって、何よりも大切な

ことです。戦争体験者が少なくなる状

況ではありますが、現地訪問と共に平

和教育の原点であるこのような取り組

みを市としても是非、バックアップし

ていく必要があると思います。      

そして森さんは「核兵器禁止条約」

への参加を呼び掛ける「ヒバクシャ

国際署名」の呼びかけ人でもありま

す。その森さんが枚方市長に面会し

「市長も署名を！」と要請したとこ

ろ署名を拒否されたとのこと。「非

核平和都市宣言」を府下でいち早く

行った自治体であり、平和首長会議

の副議長でもある枚方市長がなぜ署

名を拒むのでしょうか。かつて枚方

市は『平和の船』を広島、長崎に出

航させ、広く市民への啓蒙や教育を行って来ました。 

戦争準備のための改憲論議が行われる今、平和都市枚方の名

に恥じない平和教育を進めるためにも、市長は「ヒバクシャ国

際署名」を先頭にたって広めるべきです。 
 

 

5月 19日 ３０００万人署名行動 市駅市民アクション行動、24日香里ケ丘まんだい

前、25日市駅前、26 日樟葉駅前の行動に参加。森友・加計問題、安倍首相の無責任な

答弁に市民は納得していない、怒っている。 

5月27日 日韓連帯スピーキングツアー大阪集会に参加 パククネ前大統領を倒したロ

ウソク革命。韓国全土で延べ１６００万人の市民が立ち上がったと言われている。集会

でその映像が紹介された。ソウルの大通りが見渡す限り民衆で埋め尽くされ波を打つ。

すごい迫力に体が震えた。安倍政権は民衆に「何を言っても変わらない、数がすべて」と

無力感を植え付けようとしている。国民に信用されていないことをわかっているからだ。 

5月 31日 森友問題 大阪地検特捜部は佐川前理財局長ら全員を不起訴にした。公文書の

改ざんも、意図的な廃棄も、国会での嘘の答弁も、国有地の大幅値下げの払い下げまでも、

いずれもが刑事罰を問えないと地検は説明。このようなことが許されれば、公文書の書き

換え、廃棄はやりたい放題だ。検察の安倍政権への忖度

と官邸サイドからの圧力を思わせる。市民は納得してい

ない。安倍退陣へあきらめず一人一人が声を上げよう。

黙っていたら彼らの思う壺だ。   

5月 22日 ５月分議員報酬から 217,400 円を大阪法務

局へ供託。私は政務活動費は受け取っていません。 

〒573-0027          平和で豊かな枚方を市民みんなでつくる会 

枚方市大垣内町    共同代表 鈴木めぐみ（親と子のリズム遊び講師） 

２丁目８－２７        奥村 秀二（弁護士） 

シンエービル別館Ａ        おおた幸世（枚方市平和無防備条例を実現する会） 

市民の広場ひこばえ  事務局長  手塚 隆寛（枚方市会議員） 

TEL&FAX    事務局次長 松田 久子（「すずらんの集い」代表） 

072-846-8780    メールアドレス：hiratkatasiminnokai@yahoo.co.jp    「会」のシンボルマーク 

ホームページ ：http://hiratkatasiminnokai.jimdo.com/  塔本賢一さん作 
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